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書
学
書
道
史
学
会
の
今

平
成
二
十
五
年
四
月
に
、
今
年
度
、
第
一
回
の
常
任
理
事
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
昨
年
の
四
月
か
ら
大
学
生
協
事
業
セ
ン
タ
ー
へ
業
務
の
委
託
を
行
い
、

そ
の
会
計
報
告
や
、
会
員
数
の
現
状
報
告
、
さ
ら
に
十
一
月
の
九
、
十
日
に

行
わ
れ
る
大
会
に
つ
い
て
の
検
討
が
、
主
な
る
内
容
で
し
た
。
生
協
セ
ン
タ

ー
に
委
託
し
て
一
年
、
そ
の
報
告
に
よ
る
と
、
会
員
の
数
も
増
加
し
、
現
在

の
会
員
数
も
、
約
五
五
〇
名
と
の
こ
と
。
さ
ら
に
う
れ
し
い
こ
と
に
、
学
生

の
数
も
毎
年
二
十
名
ほ
ど
の
、
入
会
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
こ
れ
も
、
会
員

の
み
な
さ
ん
が
こ
の
学
会
の
存
在
価
値
を
認
め
、
参
加
す
る
よ
う
に
働
き
か

け
を
し
て
頂
い
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

考
え
て
み
れ
ば
、
古
谷
前
理
事
長
か
ら
バ
ト
ン
を
引
き
継
ぎ
、
二
〇
一
〇

年
に
、
二
年
間
、
美
術
新
聞
社
に
業
務
を
委
託
し
、
そ
の
後
、
二
〇
一
三
年

か
ら
は
、
今
の
生
協
セ
ン
タ
ー
に
業
務
の
委
託
を
お
願
い
し
た
わ
け
で
す
。

無
論
、
生
協
セ
ン
タ
ー
に
お
願
い
す
る
際
に
は
、
数
社
の
見
積
り
を
と
り
、
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そ
こ
で
、
理
事
会
の
承
認
を
得
て
、
現
在
の
生
協
セ
ン
タ
ー
に
落
ち
着
い
た

わ
け
で
す
。
委
託
を
、
美
術
新
聞
社
か
ら
、
生
協
セ
ン
タ
ー
に
変
更
し
た
理

由
に
つ
い
て
は
、
種
々
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
、
学
会
の
セ
ン
タ
ー
と
な
る

べ
き
事
務
局
が
、
書
の
世
界
に
影
響
力
の
あ
る
新
聞
社
で
は
、
学
会
の
自
律

性
と
い
う
面
に
お
い
て
は
、
と
も
す
れ
ば
、
不
信
感
に
繋
が
り
か
ね
な
い
、

そ
う
い
う
危
惧
が
、
み
ん
な
の
な
か
に
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。
将
来
の

学
会
の
存
続
を
考
え
る
と
、
透
明
性
に
あ
ふ
れ
た
、
何
の
疑
念
も
差
し
挟
む

余
地
が
な
い
学
会
に
す
る
の
が
、
急
務
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
わ
け
で
す
。
こ

う
し
た
経
過
を
経
て
、
業
務
の
移
転
と
な
っ
た
次
第
で
す
。
こ
れ
で
、
学
会

と
し
て
の
、
明
確
な
位
置
付
け
が
、
会
員
の
み
な
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
他
学

会
か
ら
も
、
今
後
、
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

後
は
、
会
員
の
み
な
さ
ん
が
、
今
ま
で
ど
お
り
、
質
の
高
い
学
会
を
目
指
し

て
、
他
学
会
か
ら
も
認
め
て
頂
け
る
よ
う
努
力
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
学
会
と
い
う
も
の
は
、
ど
の
学
会
に
お
い
て
も
一
種
の
ヒ
エ
ラ

ル
キ
ー
や
、
硬
直
化
と
い
う
も
の
を
内
在
し
て
い
る
の
も
事
実
で
す
が
、
幸

い
な
こ
と
に
、
本
学
会
に
お
い
て
は
、
み
な
さ
ん
一
人
一
人
が
、
会
員
な
ん

だ
、
参
加
し
て
い
る
ん
だ
、
と
い
う
意
識
が
高
い
せ
い
か
、
こ
う
し
た
学
会

特
有
の
硬
直
化
や
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
は
、
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
若
い
学
生
た
ち

が
入
会
を
希
望
す
る
の
も
、
案
外
、
こ
の
居
心
地
の
よ
さ
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
自
分
の
立
場
か
ら
、
書
に
対
す
る
考
え
を
発
展
さ
せ
、

啓
発
し
あ
う
こ
と
が
で
き
る
学
会
、
こ
れ
が
本
学
会
の
、
あ
る
べ
き
姿
で
も

あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
み
な
さ
ん
の
ま
す
ま
す
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
理
事
長

大
橋

修
一
）
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第
９
回

会
員
の
た
め
の
鑑
賞
セ
ミ
ナ
ー
報
告

国
内
局

去
る
３
月

日
（
日
）
、
京
都
市
左
京
区
の
「
泉
屋
博

17

古
館
」
に
お
い

て
、
「
第
９
回

会
員
の
た
め

の
鑑
賞
セ
ミ
ナ

ー
」
が
開
催
さ

れ
た
。
当
日
は

天
候
に
恵
ま

れ
絶
好
の
鑑

賞
会
日
和
と

な
っ
た
が
、
会

場
が
関
西
圏

鑑賞セミナーの様子

と
い
う
こ
と
と
、
年
度
末
の
多
忙
な
時
期
と
も
重
な
り
、

参
加
者
は
や
や
少
な
く

名
に
と
ど
ま
っ
た
。

13

同
館
で
は
、
特
別
展
「
き
れ
い
！

か
わ
い
い
！

め
で
た

い
！

―
吉
祥
の
か
た
ち
―
」、
常
設
展
「
中
国
青
銅
器
の

時
代
」
の
開
催
中
で
あ
っ
た
た
め
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ

特
別
展
を
参
観
し
た
後
、
午
後
２
時
に
同
館
大
会
議
室

に
集
合
し
、
泉
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
書
作
品
を

点
あ
ま
り

10

鑑
賞
し
た
。

今
回
の
鑑
賞
セ
ミ
ナ
ー
は
、
泉
屋
博
古
館
の
ご
厚
意

に
よ
り
、
ガ
ラ
ス
越
し
で
は
な
く
直
に
作
品
を
拝
見
で
き

る
よ
う
準
備
さ
れ
て
い
た
。
ま
ず
、
学
芸
員
の
実
方
葉
子

氏
よ
り
、
同
館
の
歴
史
お
よ
び
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
概
要
の
説

明
を
受
け
、
そ
の
後
、
国
内
局
よ
り
「
作
品
を
鑑
賞
す
る

に
あ
た
っ
て
」
の
諸
注
意
を
行
っ
た
。
大
学
院
生
や
は
じ
め

て
の
参
加
者
に
は
、
よ
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

八
大
山
人
「
安
晩
帖
」
、
許
友
・包
世
臣
の
作
品
や
、

「
寸
松
庵
色
紙
」
「
石
山
切
」
な
ど
、
日
中
の
名
品
を
直
に

鑑
賞
す
る
と
い
う
機
会
は
そ
う
簡
単
に
得
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
墨
色
、
筆
づ
か
い
、
紙
や
絹
の
質
感
な
ど
、
ガ

ラ
ス
越
し
で
は
わ
か
ら
な
い
情
報
を
得
よ
う
と
、
参
加
者

が
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
食
い
入
る
よ
う
に
鑑
賞
し
て
い
た

の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
参
加
者
各
自
が
充
実
し
た
時
間

を
共
有
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

第
９
回

学
生
・
若
手
の
会
員
に
よ
る
研
究
発
表
会
開
催
の
お
知
ら
せ

国
内
局

「
主
と
し
て
学
生
・
若
手
の
会
員
に
発
表
の
場

を
与
え
、
研
究
の
活
性
化
と
研
究
者
の
育
成
を

図
る
」
と
い
う
目
的
で
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
研

究
発
表
会
で
す
。

発
表
の
後
、
座
談
会
形
式
で
参
加
者
相
互
が

書
を
め
ぐ
る
意
見
交
換
会
も
恒
例
と
な
り
、
盛

り
上
が
り
を
見
せ
ま
す
（
非
会
員
の
来
聴
可
）
。

日
時
：
平
成

年
６
月

日
（
日
）

25

23

時
～

時
（
受
付

時
～
）

13

17

12

会
場
：
大
阪
教
育
大
学
・
天
王
寺
キ
ャ
ン
パ
ス

西
館
内

大阪教育大学天王寺キャンパス

内
容
：
①
研
究
発
表
…
公
募
に
よ
る
１
名
の
発

表
と
若
手
研
究
者
の
研
究
紹
介

②
座
談
会
形
式
の
意
見
交
換
会
…
「
あ
な

た
（
私
）
に
と
っ
て
の
書
の
魅
力
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
書
き
手
の
立
場
、
見
る
立
場
、
教
え

る
立
場
な
ど
、
様
々
な
立
場
か
ら
書
の
魅

力
を
探
り
、
こ
れ
か
ら
の
書
芸
術
・
書
教
育

を
考
え
る
意
見
交
換
の
場
と
し
た
い
。

ア
ク
セ
ス

：

「寺
田
町
」
駅
下
車
徒
歩
５
分

JR
「天
王
寺
」
駅
・
地
下
鉄
「
天
王
寺
」
駅

JR・
近
鉄
「
阿
部
野
橋
」
駅
下
車
徒
歩
約

分
10
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〈
研
究
発
表
題
目
と
要
旨
〉

良
寛
の
書
法
と
そ
の
評
価
に
つ
い
て

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
学
院
中
学
高
等
学
校
非
常
勤
講
師

根
來

孝
明

良
寛
の
書
は
、
現
代
に
お
い
て
「
芸
術
」
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
良
寛

観
は
、
近
代
以
降
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
良
寛
の
書
に
関
し
て
は
、
個
々
の
書

法
の
分
析
・
成
立
過
程
な
ど
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
江
戸
時
代
に

お
い
て
ど
の
よ
う
な
価
値
を
持
つ
の
か
、
ま
た
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
き
た
の

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
述
べ
ら
れ
た
も
の
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
本
発
表
で
は
、
良

寛
の
書
に
共
通
す
る
書
法
の
整
理
を
行
い
、
そ
の
よ
う
な
書
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ

て
い
っ
た
の
か
、
書
に
関
す
る
評
価
を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
。

ま
ず
、
作
品
か
ら
見
ら
れ
る
書
法
の
特
徴
を
整
理
す
る
。
楷
書
・
草
書
・
草
仮
名
の

作
品
を
分
析
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
法
に
共
通
す
る
要
素
を
抽
出
し
、

そ
れ
が
当
時
、
い
か
に
特
異
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
確
認
す
る
。

次
に
そ
の
よ
う
な
良
寛
の
書
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
き
た
の
か
、
明
治
以
降
の

記
述
を
取
り
上
げ
整
理
す
る
。
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
は
、
正
岡
子
規
や
尾
崎
紅

葉
・
夏
目
漱
石
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
専
門
の
書
家
で
は
な
い
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
良
寛
の
書

は
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
徐
々
に
「
芸
術
」
で
あ
る
と
称
揚
さ
れ
、
書
家
た
ち
に
よ

っ
て
評
価
が
行
わ
れ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
評
価
の
変
遷
を
、
当
時
の
書
を
取
り
巻
く

状
況
・
良
寛
研
究
史
の
状
況
を
含
め
て
、
整
理
を
行
い
た
い
。

〈
若
手
研
究
者
の
研
究
紹
介
〉

董
其
昌
書
論
に
着
目
し
て
き
て

広
島
安
田
女
子
大
学
助
教

尾
川

明
穂

董
其
昌
（
一
五
五
五
―
一
六
三
六
）
の
書
論
に
つ
い
て
勉
強
を
進
め
て
い
る
が
、
い
つ

も
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
原
稿
を
書
く
と
い
う
仕
儀
で
、
誤
り
が
な
い
か
不
安
に
さ
い

な
ま
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
周
辺
の
時
代
や
領
域
に
関
す
る
知
識
を
持
た
な
い
た
め
、
自

身
の
資
料
収
集
や
分
類
、
考
察
の
進
め
方
が
正
し
い
か
ど
う
か
す
ら
検
証
で
き
ず
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
機
会
に
整
理
し
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
皆
様

に
ご
批
正
を
賜
り
た
い
。
特
に
、
学
会
誌
二
〇
号
所
載
の
小
稿
で
説
明
が
拙
か
っ
た
部

分
を
中
心
に
、
書
論
資
料
の
選
別
に
関
わ
る
問
題
と
、
時
系
列
に
沿
っ
た
考
察
の
方
法

に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
う
。

ま
た
最
近
、
自
身
が
学
生
だ
っ
た
時
分
と
比
べ
て
、
環
境
の
変
化
か
ら
勉
強
の
仕
方

や
考
え
方
が
少
し
変
わ
っ
た

よ
う
に
思
う
。
先
生
や
先
輩
・

後
輩
に
囲
ま
れ
て
少
し
ず
つ

勉
強
の
方
法
が
わ

か
っ
て
い
っ
た
と
き
の
こ
と
を

思
い
出
し
つ
つ
、
併
せ
て
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

董其昌像

第

回

書
学
書
道
史
学
会
大
会
の
ご
案
内

国
内
局

24

今
年
度
の
書
学
書
道
史
学
会
大
会
は
、

月

日

11

9

（
土
）
・

日
（
日
）
の
両
日
、
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
京

10

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
会
１
ヶ
月
前
に
あ
ら
た
め
て
研

究
発
表
の
レ
ジ
ュ
メ
と
と
も
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
が
、

現
時
点
で
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
す
。

○
理
事
会

月

日
（
土
）

時

分
～

跡
見
学
園
女
子
大
学

11

9

11

00

文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
２
号
館

○
大

会

【

月
９
日
（
土
）
】

11
時

分
～

受
付
開
始
・
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
京

12

30
キ
ャ
ン
パ
ス
２
号
館
ロ
ビ
ー

時
～

時

開
会
式
・総
会

13

14

時
～

時

講
演
会

14

15

演
者
…
大
西
克
也
氏
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系

研
究
科
教
授
）

演
題
…
「
文
字
統
一
と
秦
漢
の
史
書
」
（
仮
題
）

専
門
分
野
…
中
国
語
史
・
漢
字
学

主
な
論
著
…
『
ア
ジ
ア
と
漢
字
文
化
』
（
共
編
著
、
放
送
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大
学
教
育
振
興
会
）
、
「
「
史
書
」
と
は
何
か
―
英
蔵
敦

煌
漢
簡
及
び
秦
漢
楚
地
域
出
土
資
料
を
中
心
と
し

て
―
」
（
『
出
土
文
献
と
秦
楚
文
化
』
第

号
）
な
ど
多

5

数
。

時

分
～

時

分

研
究
発
表

15

10

17

10

時

分
～

懇
親
会

17

30

【

月

日
（
日
）
】

11

10

８
時

分
～

受
付
開
始

40
９
時

分
～

研
究
発
表

00
時

分
～

時

分

記
念
撮
影
・
昼
食
・
特
別
展

12

00

13

30

示
参
観

時

分
～

研
究
発
表

13

30
時

分
～

時

分

16

00

16

10

閉
会
式

○
展

示

「
日
中
新
発
見
の
拓
本
・
肉

筆
展
」

月
９
日
（
土
）
・

日
（
日
）

11

10

の
両
日
、
本
学
内
に
て
特
別

展
示
。
１
９
７
０
年
以
降
に

発
見
さ
れ
た
中
国
の
刻
石

拓
や
近
年
発
見
さ
れ
た
日

跡
見
女
子
大
学
茗
荷
谷
校
舎

本
の
手
鑑
な
ど
を
展
示
。
現
地
の
写
真
や
簡
単
な
解
説

も
付
す
。

○
会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

東
京
メ
ト
ロ
丸
ノ
内
線
「
茗
荷
谷
」
駅
下
車
徒
歩
２
分
。

○
宿
泊
用
の
ホ
テ
ル

役
員
・
会
員
と
も
に
各
自
で
ご
手
配
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部

横
田
恭
三

☎

‐

‐

（文
学
部
研
究
室
）

0
4
8
4
7
8
3
4
1
3

メ
ー
ル
ア
ド
レ
スyokota@

atom
i.ac.jp

第

回

大
会
研
究
発
表
募
集
要
項

国
内
局

24

今
秋
の
「
第

回
書
学
書
道
史
学
会
大
会
」
は
、
跡
見

24

学
園
女
子
大
学
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
（
東
京
）
に
お
い
て
前
掲

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
研
究
発
表
会
場
は
今
年
も

従
来
通
り
一
室
制
と
し
、
原
則
と
し
て
分
科
会
方
式
は

と
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
会
員
各
位
の
積
極
的
な
発
表
を

期
待
し
ま
す
。
奮
っ
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

記

①
発
表
日
時
…
平
成

年

月
９
日
（
土
）
、

日

25

11

10

（
日
）
両
日

②
発
表
時
間
…
各

分
（
発
表

分
・
質
疑
応
答

分
）

30

20

10

③
申
込
方
法
…
件
名
を
「
大
会
発
表
申
込
」
と
し
て
「
所

属
・
氏
名
・
連
絡
先
」
を
明
記
の
上
、
電
子
メ
ー
ル
に
て

発
表
内
容
の
題
目
と
レ
ジ
ュ
メ
８
０
０
字
程
度
の
要

旨
を
添
付
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
電
子
メ
ー
ル
の
使
用

が
困
難
な
場
合
、
以
下
の
大
会
運
営
委
員
会
迄
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

④
レ
ジ
ュ
メ
…
原
則
と
し
て
ワ
ー
プ
ロ
（
テ
キ
ス
ト
形
式
・
ワ

ー
ド
形
式
・
一
太
郎
形
式
な
ど
可
）
で
作
成
し
、
電
子

メ
ー
ル
に
添
付
し
て
ご
送
信
下
さ
い
。

⑤

発
表
申
込
締
切
…
平
成
年
７
月

日
（
木
）
―
必
着

25

⑥
発
表
者
の
決
定
と
連
絡
…
大
会
で
の
発
表
者
は
大
会

運
営
委
員
会
で
８
月
中
に
決
定
し
個
別
に
ご
連
絡
し

ま
す
。

⑦
『
大
会
の
し
お
り
（
レ
ジ
ュ
メ
集
含
む
）
』
の
配
布
…
10

月
初
旬
に
全
会
員
宛
に
配
布
し
ま
す
。

※
大
会
で
の
発
表
者
に
つ
い
て
は
、
学
会
誌
『
書
学
書
道

史
研
究
』
第

号
（
平
成

年
度
秋
刊
）
へ
の
論
文
投

24

26

稿
申
込
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
改
め
て

学
会
誌
へ
の
投
稿
申
込
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
発
表
者
の
学
会
誌
論
文
原
稿
の
締
切
は
、
平
成

年
26

３
月
末
日
で
す
。
た
だ
し
、
原
稿
の
採
否
は
査
読
委

員
会
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
学
会
誌
掲
載
に
つ
い
て
の
ご
不
明
な
点
は
、
大

学
生
協
学
会
支
援
セ
ン
タ
ー
内
（
編
集
局
）
迄
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

申
込
み
先

〒

‐

3
5
2
8
5
0
1

埼
玉
県
新
座
市
中
野

‐

‐

1
9
6

跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部

横
田
恭
三
宛

☎

‐

‐
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学
部
研
究
室
）

0
4
8
4
7
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4
1
3

メ
ー
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( 5 )

学
会
誌

号
Ｊ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
登
載
の
お
知
ら
せ

学
術
局

22

昨
秋
刊
行
さ
れ
ま
し
た

学
会
誌
『
書
学
書
道
史
研

究
』

号
が
、
５
月
末
に
独

22
立
行
政
法
人
「
科
学
技
術

振
興
機
構
」
〈
Ｊ
―
Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｇ
Ｅ
（
ジ
ェ
イ
・
ス
テ
ー
ジ
）
〉

に
登
載
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
―
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
で
検
索
し
た
書
学
書
道
史
学
会

こ
れ
ま
で
、
当
機
構
へ
の
登
載
は
、
刊
行
か
ら
一
年
後
と
な
る
旨
を
お
知
ら
せ
し
て

き
ま
し
た
が
、
学
術
局
幹
事
諸
氏
の
尽
力
に
よ
り
、
予
定
よ
り
早
く
公
開
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
活
用
く
だ
さ
い
。
当

サ
イ
ト
は
「https://w

w
w

.jstage.jst.go.jp/brow
se/shogakushodoshi/-char/ja

」
の

ア
ド
レ
ス
で
す
が
、
「
Ｊ
―
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」
、
も
し
く
は
「
ジ
ェ
イ
ス
テ
ー
ジ
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド

入
力
で
も
検
索
で
き
ま
す
。

講
演
会
の
お
知
ら
せ

国
際
局

国
際
局
の
関
連
行
事
と
し
て
、
大
東
文
化
大
学
に
て
開
催
さ
れ
る
講
演
会
の
お
知

ら
せ
を
致
し
ま
す
。
書
学
書
道
史
学
会
員
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
。

奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時
：
平
成

年
７
月

日
（
土
）

時

分
～

時

分
（
通
訳
を
含
む
）

25

13

12

30

14

30

場
所
：
大
東
文
化
大
学

板
橋
校
舎

一
号
館
三
〇
一
番
教
室

演
者
：
傅

申
氏
（
元
米
国
フ
リ
ー
ア
美
術
館
中
国
芸
術
部
主
任
）

演
題
：
日
本
残
巻
本
よ
り
〈
故
宮
本
自
叙
帖
〉
が
北
宋
影
写
本
で
あ
る
こ
と
の
確
認

趣
旨
：
本
年
度
第

回
大
会
で
は
、「
大
東
文
化
大
学
創
立
九
十
周
年
記
念
」
行
事
の

14

一
つ
と
し
て
、
「
書
道
」
の
新
た
な
飛
躍
と
海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
形
成

を
め
ざ
す
た
め
、
米
国
・
中
国
・
台
湾
で
著
名
な
美
術
史
家
・
書
画
鑑
定
家

の
傅
申
教
授
（S

H
E
N
C
.
Y
.
F
U

）
を
お
招
き
し
て
講
演
会
を
実
施
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
書
学
書
道
史
学
会
の
会
員
の
皆
様
に

も
聴
講
し
て
頂
き
た
く
ご
案
内
申
し
あ
げ
ま
す
。

主
催
：
大
東
文
化
大
学
書
道
学
会

ア
ク
セ
ス

●
東
武
東
上
線
「
東
武
練
馬
駅
」
北

口
下
車
・
無
料
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
約

７
分
（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
乗
場
ま
で
徒

歩
５
分
）

●
都
営
三
田
線
「
西
台
」
駅
西
口
下

車
徒
歩

分
10

●
東
武
東
上
線
（
有
楽
町
線
・
副
都

心
線
乗
り
入
れ
）
「
成
増
」
駅
北
口

下
車

・
路
線
バ
ス
（
国
際
興
業
）「
赤
羽
」

駅
西
口
行
ま
た
は
志
村
三
丁
目
駅
行

「
大
東
文
化
大
学
」
バ
ス
停
下
車

＊
事
前
申
し
込
み
不
要
。

た
だ
し
、
資
料
代
千
円
要
。

https://www.jstage.jst.go.jp/browse/shogakushodoshi/-char/ja
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平
成

年
度

科
研
費
本
会
関
係
者
採
択
一
覧

事
務
局

24

本
会
会
員
の
採
択
課
題
に
限
っ
た
が
、

会
員
が
分
担
研
究
者
で
、
代
表
者
が
非
会

員
で
あ
る
場
合
に
は
、
※
を
付
し
て
代
表

者
を
末
尾
に
付
記
し
た
。
複
数
の
会
員
が

関
わ
る
同
課
題
に
つ
い
て
は
、
当
該
課
題

の
も
と
に
代
表
者
と
分
担
研
究
者
と
を
併

記
し
た
。
な
お
、
所
属
の
後
の
数
字
は
、

平
成

年
度
の
み
の
補
助
金
の
配
分
額
。

24

計
画
額
に
は
＊
を
付
し
た
。

基
盤
研
究
（
Ａ
）
継
続
（
平
成

～
）
東
ア
ジ
ア
の

22

書
道
史
に
お
け
る
料
紙
と
書
風
に
関
す
る
総
合

的
研
究

赤
尾
栄
慶
（
京
都
国
立
博
物
館
）
、

富
田
淳
（
東
京
国
立
博
物
館
）
※
代
表
：
島
谷

弘
幸
（東
京
国
立
博
物
館
）7,020

千
円

基
盤
研
究
（
Ａ
）
継
続
（
平
成

～
）
石
刻
史
料

22

と
史
料
批
判
に
よ
る
魏
晋
南
北
朝
史
の
基
本
問

題
の
再
検
討

福
原
啓
郎
（
京
都
外
国
語
大

学
）
※
代
表
：
伊
藤
敏
雄
（
大
阪
教
育
大
学
）

6,890

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
平
成

～
）
ア
メ
リ
カ
収

20

蔵
「
書
跡
」
の
基
礎
デ
ー
タ
収
集
と
整
理
の
た
め

の
調
査
研
究

代
表
：
河
内
利
治
（
大
東
文
化

大
学
）
分
担
：
安
達
直
哉
（
大
東
文
化
大
学
）

3,640

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
平
成

～
）
礼
拝
空
間

21

に
お
け
る
儒
教
美
術
の
総
合
的
研
究

菅
野
智

明
（
筑
波
大
学
）
※
代
表
：
守
屋
正
彦
（
筑
波
大

学
）2,470

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
平
成

～
）
六
朝
隋
唐

22

時
代
を
め
ぐ
る
仏
教
社
会
基
層
構
造
の
解
明
と

仏
教
石
刻
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

気
賀

沢
保
規
（
明
治
大
学
）5,200

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
平
成

～
）
学
習
基
盤

23

の
形
成
を
促
進
す
る
書
字
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発

鈴
木
慶
子
（
長
崎
大
学
）2,210

千

円基
盤
研
究
（
Ｂ
）
新
規

日
中
比
較
に
よ
る
書
学

資
料
の
文
献
学
的
研
究

菅
野
智
明
（
筑
波
大

学
）4,550

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
新
規

中
国
道
教
の
地
理
的

イ
メ
ー
ジ
と
宗
教
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る

総
合
的
調
査
と
研
究

土
屋
昌
明
（
専
修
大

学
）5,200
千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
平
成

～
）
日
本
の
篆

21

刻
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

神
野
雄
二
（
熊
本

大
学
）780

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
平
成

～
）
中
国
書
画

22

の
表
装
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

富
田
淳
（
東

京
国
立
博
物
館
）1,300

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
平
成

～
）
周
曰
校
刊

22

『
三
国
志
通
俗
演
義
』
に
つ
い
て
の
研
究

中
川

諭
（
大
東
文
化
大
学
）650

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
平
成

～
）
中
国
南
北

22

朝
時
代
の
墓
誌
銘
と
造
像
記
の
接
点
―
妻
子
・

門
弟
の
文
末
記
録
か
ら
閨
閥
を
追
う
―

東

賢
司
（愛
媛
大
学
）650

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
平
成

～
）
中
学
校
国

22

語
科
書
写
に
お
け
る
書
字
過
程
に
着
目
し
た
行

書
教
材
及
び
授
業
開
発

樋
口
咲
子
（
千
葉
大

学
）390

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
平
成

～
）
日
本
中
世

23

期
に
お
け
る
易
学
の
受
容
と
発
展
に
関
す
る
研

究

近
藤
浩
之
（
北
海
道
大
学
）1,560

千
円*

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
平
成

～
）
中
国
北
朝

23

墓
誌
に
お
け
る
特
定
刻
法
の
伝
播
に
関
す
る
基

礎
的
研
究

澤
田
雅
弘
（
大
東
文
化
大
学
）

650

千
円*

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
平
成

～
）
中
世
書
論

23

に
基
づ
く
日
本
書
道
史
の
再
構
築

永
由
徳
夫

（
群
馬
大
学
）1,040

千
円*

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
平
成

～
）
本
阿
弥
光

23

悦
筆
和
歌
巻
の
特
徴
解
明
と
伝
光
悦
筆
和
歌

巻
の
真
贋
鑑
定
法
の
確
立

森
岡
隆
（
筑
波
大

学
）650

千
円*

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規

中
国
西
周
時
代
昭
王

期
の
金
文
研
究

古
木
誠
彦
（
九
州
女
子
大

学
）2,210

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規

書
字
学
習
に
お
け
る
幼

小
連
携
を
円
滑
に
す
る
教
材
の
開
発

齋
木

久
美
（茨
城
大
学
）2,340

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規

戦
国
秦
漢
簡
牘
文
字

の
多
様
性
と
変
遷
に
関
す
る
実
証
的
研
究

福
田
哲
之
（
島
根
大
学
）780

千
円

挑
戦
的
萌
芽
研
究

継
続
（
平
成

～
）
中
国

22

碑
帖
拓
本
の
文
献
学
的
研
究
―
図
書
館
と
美

術
館
を
つ
な
ぐ
―

代
表
：
菅
野
智
明
（
筑
波

大
学
）
分
担
：
増
田
知
之
（
京
都
大
学
）910

千

円若
手
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
平
成

～
）
中
国
清
代

22

に
お
け
る
法
帖
刊
行
の
歴
史
学
的
研
究

増
田

知
之
（
京
都
大
学
）1,040

千
円

若
手
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
平
成

～
）
楚
簡
に
よ
る

22

戦
国
文
字
資
料
の
再
検
討
―
「
伝
抄
古
文
」
と

「
古
璽
」
を
中
心
に
―

山
元
宣
宏
（
宮
崎
大

学
）1,040

千
円

若
手
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
平
成

～
）
未
調
査
仮

23

名
自
筆
資
料
の
分
析
に
よ
る
文
字
・
表
記
意
識

の
通
時
的
研
究

家
入
博
徳
（
国
学
院
大
学
）

1,040

千
円*

若
手
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
平
成

～
）
近
世
禁
裏

23

文
化
圏
内
に
お
け
る
入
木
道
伝
授
の
形
成
と
伝

授
内
容
の
推
移
に
関
す
る
研
究

中
村
健
太

郎
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）650

千
円*

※
奨
励
研
究

新
規

「
影
写
」
に
お
け
る
筆

跡
に
つ
い
て
の
発
展
的
研
究

和
田
幸
大
（
東

京
大
学
）400

千
円

特
別
研
究
員
奨
励
費

継
続
（
平
成

～
）
近

23

衞
家
凞
を
中
心
と
す
る
近
世
入
木
道(

＝
書
道)

及
び
和
歌
文
学
の
研
究

緑
川
明
憲
（
慶
應
義

塾
大
学
）600

千
円
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事
務
局
だ
よ
り

事
務
局

学
生
会
員
の
「
会
員
変
更
」
に
つ
い
て

本
学
会
で
は
、
学
生
会
員
の
「
有
期
会
員
制
」
を

導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
学
生
会
員
（
学
生

会
費
適
用
の
方
）
が
大
学
院
を
修
了
、
ま
た
は
満
期

退
学
・
自
主
退
学
、
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
学
籍
を

失
っ
た
時
（
学
割
証
の
発
給
対
象
で
な
く
な
っ
た
時
）

に
、「
学
生
会
員
資
格
終
了
」
と
す
る
も
の
で
す
。
該

当
の
方
で
、
引
き
続
き
一
般
会
員
と
し
て
留
ま
る
場

合
、
必
ず
会
員
変
更
手
続
き
（
「
会
員
変
更
申
込
書
」

の
提
出
）
が
必
要
で
す
。

と
り
わ
け
、
今
春
に
学
生
会
員
資
格
を
失
っ
た
方

は
、
至
急
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。「
会
員
変
更
申

込
書
」
は
、
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
会
員
変
更
手
続
き
に
よ
り
、
自
動
的

に
一
般
会
員
資
格
が
付
与

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
「
会
員
変
更
手

続
き
」
を
含
め
、
そ
の
他

の
問
合
せ
や
書
類
送
付
先

は
、
左
の
事
務
局
へ
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
の
連
絡
先

〒
１
６
６
‐
８
５
３
２

東
京
都
杉
並
区
和
田
３
‐
３
０
‐
２
２

大
学
生
協
学
会
支
援
セ
ン
タ
ー
内

書
学
書
道
史
学
会
事
務
局

☎

０
３
‐
５
３
０
７
‐１
１
７
５

０
３
‐５
３
０
７
‐
１
１
９
６

FAXメ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

shogaku@
univcoop.or.jp

※
電
話
で
の
応
答
は｢

大
学
生
協
学
会
支
援

セ
タ
ー
で
す｣

と
な
り
ま
す
。

担
当

井
手
富
士
雄

年

会
費

納
入

に

つ
い

て

本
号
に
年
会
費
納
入
用
の
郵
便
振
替
用
紙
が
同
封

さ
れ
て
い
ま
す
。
年
会
費
納
入
は
、
６
月
末
日
ま
で

に
ご
納
入
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成

年
３
月
現
在
、
会
費
を
滞
納
し
て

25

い
る
方
に
は
、
本
年
度
分
に
滞
納
年
度
分
を
加
算
し

た
金
額
が
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
速
や
か
に
全
額

を
ご
納
入
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
３
年
以
上
滞
納
の
方
は
、
す
で
に
導
入
さ

れ
て
い
る
「
長
期
会
費
滞
納
者
の
自
動
退
会
（
除
籍
）

制
」
の
適
用
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
退
会
（
徐
積
）
適
用
対
象
者
と
な
っ
た

場
合
で
あ
っ
て
も
、
退
会
届
提
出
の
年
度
分
ま
で
の

合
算
額
に
お
け
る
学
会
の
費
請
求
権
は
消
滅
し
ま
せ

ん
。
本
件
に
関
し
て
、
会
員
台
帳
別
表
に
て
管
理
の

上
、
適
宜
納
入
請
求
を
続
け
る
こ
と
が
総
会
に
て
決

定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

次
回
理
事
会
の
お
知
ら
せ

過
日
（
平
成

年
４
月

日
）
開
催
の
常
任
理
事

25

21

会
に
お
い
て
、
第

回
（
臨
時
）
理
事
会
を
８
月
２

55

日
（
金
）

時
よ
り
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
お

16

り
ま
す
。
役
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
何
と
ぞ

ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
予
め
ご
予
定
い
た
だ

き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
開
催
場
所
に
つ
い
て
は
、「
東
京
」
駅
直
近

地
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
決
定
次
第
、
改
め
て

ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。

新

入

会

員

※
平
成

年

月
～

年
４
月
に
申
請
さ
れ
た
方

24

11

25

〈
一
般
会
員
〉

大
西

克
也

東
京
大
学
大
学
院
教
授

張

永
強

中
国
書
法
雑
誌
社
編
集
部
副
主
任

〈
学
生
会
員
〉

賈

川

大
東
文
化
大
学
大
学
院
生

加
藤

詩
乃

青
山
学
院
大
学
大
学
院
生

ガ
ル
シ
ア
フ
ァ
ン

大
東
文
化
大
学
大
学
院
生

澤
岡

雪
子

大
東
文
化
大
学
大
学
院
生

陳

俊
光

大
東
文
化
大
学
大
学
院
生

西
方

由
貴

大
東
文
化
大
学
大
学
院
生

松
岡
美
佐
希

大
東
文
化
大
学
大
学
院
生

山
田

千
穂

筑
波
大
学
大
学
院
生

楊

懿
乾

大
東
文
化
大
学
大
学
院
生



( 8 )

談

話

室

第

回
シ
マ
研
究
会
に
参
加
し
て

181

幸
喜

洋
人

過
日
、
沖
縄
国
際
大
学
、
南
島
文
化
研

究
所
主
催
の
「
近
世
琉
球
に
お
け
る
書
跡

の
用
印
に
つ
い
て
」
と
い
う
講
演
の
コ
メ
ン
テ

ー
タ
ー
と
し
て
参
加
し
た
。

琉
球
王
朝
時
代
の
王
族
、
貴
族
、
士
族

層
の
書
画
に
絞
っ
た
、
落
款
印
の
印
文
の
内

容
及
び
用
法
に
つ
い
て
の
概
要
で
あ
る
が
、

日
本
、
中
国
と
の
大
き
な
違
い
と
し
て
、
琉

球
、
首
里
系
の
貴
士
族
は
唐
名
と
和
名
の

印
を
併
用
す
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
又
、
王
の
勅
命
に
よ
っ
て

授
か
っ
た
一
字
を
堂
号
に
付
す
な
ど
の
特

殊
な
例
も
紹
介
さ
れ
た
。

今
回
の
発
表
で
は
と
く
に
触
れ
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
私
の
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
先
の

戦
禍
で
原
印
そ
の
も
の
が
多
く
消
失
し
、

残
さ
れ
た
印
も
無
款
の
印
ば
か
り
で
刻
者

の
記
さ
れ
た
印
に
未
だ
出
会
っ
て
い
な
い
。

い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
が
刻
っ
た
の
か
が
わ
か
れ

ば
当
時
の
琉
球
を
も
っ
と
知
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
が
・
・
・

高
校
生
と
学
ぶ
日
々

小
宮
山

碧

「
本
物
の
拓
本
に
は
皺
が
あ
る
ん
だ
！
」

二
月
某
日
、
台
東
区
立
書
道
博
物
館
の

ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
の
前
で
生
徒
が
発
し
た
一

言
で
あ
る
。
教
科
書
と
見
比
べ
て
、
写
真
で

は
分
か
ら
な
い
色
味
や
質
感
に
感
激
、
目

を
輝
か
せ
て
い
た
。
現
在
の
勤
務
校
は
、
穏

や
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
長
野
県
望
月

高
等
学
校
。
東
京
ま
で
出
か
け
る
の
も
、

高
校
生
に
と
っ
て
は
一
大
イ
ベ
ン
ト
だ
。
後

日
提
出
さ
れ
た
書
道
ノ
ー
ト
に
は
、
「
…
ア

ク
テ
ィ
ブ
な
書
道
部
も
い
い
も
の
だ
と
思
い

ま
し
た
」
の
一
文
が
。
多
感
な
彼
ら
は
、
常

に
私
に
学
ぶ
喜
び
と
新
鮮
な
視
点
を
教
え

て
く
れ
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
彼
ら
と
一
緒
に

本
物
に
触
れ
る
時
間
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
。

ち
な
み
に
望
月
は
比
田
井
天
来
ゆ
か
り

の
地
で
あ
り
、
本
校
の
職
員
玄
関
に
も
天

来
揮
毫
「
質
実
」
「
剛
健
」
の
扁
額
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。
お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

大
学
で
書
道
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

福
井

淳
哉

私
の
勤
務
す
る
帝
京
大
学
文
学
部
日

本
文
化
学
科
に
お
け
る
書
道
分
野
は
、
多

彩
な
視
点
か
ら
日
本
文
化
の
特
質
と
、
そ

の
奥
底
に
あ
る
も
の
に
迫
る
た
め
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
学
生
は
日
本
文
化
に
関
す
る
様
々
な

科
目
を
総
合
的
・
立
体
的
に
学
ぶ
こ
と
に

よ
り
、
自
分
の
専
攻
と
す
る
分
野
を
深
く

掘
り
下
げ
る
と
と
も
に
、
日
本
文
化
を
幅

広
く
理
解
し
各
々
の
専
門
研
究
を
厚
み
の

あ
る
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
も
の

で
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
立
体
的
に
浮
か
び
あ
が

る
日
本
文
化
の
特
質
は
、
こ
れ
か
ら
の
日

本
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
大
切
な
糧
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
大
学
で
書
道
を
学
ん

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
全
員
が
書
の
専
門

家
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
学
で

は
、
前
記
の
よ
う
な
事
情
も
あ
り
、
書
道

に
ほ
と
ん
ど
触
れ
た
こ
と
の
な
い
生
徒
も

数
多
く
受
講
し
て
い
ま
す
。
大
学
で
書
道

を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
の
意
味
、
技
術
や
理

論
を
学
ぶ
と
い
っ
た
こ
と
以
外
の
意
味
を

学
生
た
ち
と
一
緒
に
模
索
し
な
が
ら
、
日

々
真
摯
に
学
び
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

額
字
の
賛

緑
川

明
憲

ひ
と
こ
ろ
額
字
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
調
べ

る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
来
、
神
社
仏

閣
へ
詣
で
る
と
真
っ
先
に
上
を
見
る
習
慣
が

い
つ
の
間
に
か
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
神
社
は
明

治
に
社
名
を
改
め
た
所
が
多
い
せ
い
か
古

い
額
を
見
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
が
、
仏
閣

で
は
、
例
え
ば
『
集
古
十
種
』
な
ど
で
見
た

記
憶
と
一
致
す
る
も
の
も
時
折
あ
る
。

中
に
は
奇
ッ
怪
極
ま
り
な
い
文
字
で
書

か
れ
た
額
字
が
あ
り
、
調
べ
初
め
の
頃
は
そ

れ
を
何
と
な
く
薄
気
味
悪
く
感
じ
た
も
の

だ
っ
た
。
だ
が
、
掛
け
ら
れ
た
額
を
目
の
当

た
り
に
す
る
と
、
遠
目
か
ら
の
迫
力
は
言

う
に
及
ば
ず
、
目
慣
れ
ぬ
文
字
に
よ
っ
て

神
秘
的
な
印
象
を
与
え
、
神
仏
の
霊
験
を

謳
う
に
は
、
あ
あ
し
た
文
字
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
、
と
思
う
程
そ
の
効
果
は
覿

面
で
あ
っ
た
。

古
人
が
抱
い
た
で
あ
ろ
う
「
文
字
」
へ
の

信
仰
も
垣
間
見
せ
て
く
れ
る
額
字
。
上
を

見
る
習
慣
は
、
当
分
改
ま
り
そ
う
も
な

い
。

編

集

後

記

◆
先
達
の
書
か
れ
た
短
冊
に
興
味
を
持
っ

て
い
て
、
種
々
収
集
し
て
い
る
。
篆
刻
は
よ

く
方
寸
の
世
界
と
い
わ
れ
る
が
、
短
冊
は

タ
テ
約
三
六
〇×

ヨ
コ
約
六
〇

（
大
小

mm

あ
り
）
の
空
間
に
、
一
般
的
に
は
、
伝
統
的

な
和
歌
や
俳
句
を
配
す
る
。
中
に
は
、
紙

面
を
埋
め
尽
く
さ
ん
ば
か
り
の
和
歌
短

冊
、
長
歌
を
自
由
に
散
ら
し
書
き
に
し
た

短
冊
、
紺
紙
に
金
泥
細
字
で
般
若
心
経
を

書
い
た
短
冊
等
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
個

性
的
な
短
冊
は
座
右
に
置
き
、
見
ぬ
世
の

友
と
し
て
、
こ
よ
な
う
慰
む
わ
ざ
と
し
て
い

る
。

（
髙
城
）

◆
か
つ
て
中
村
不
折
が
建
て
、
現
在
の
書

道
博
物
館
の
地
に
転
居
す
る
ま
で
そ
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
収
め
て
い
た
石
蔵
が
、
一
年

半
ほ
ど
前
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
解
体
中

で
あ
っ
た
根
岸
の
と
あ
る
住
宅
に
内
蔵
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
そ
の
後
、
書
道

博
物
館
へ
の
移
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
企
画
展
「
江
戸
ワ
ー
ル

ド
」(

Ｈ

・

･
~

･
)

で
の
お
披
露

25
6

28
9

25

目
に
向
け
て
、
館
の
中
庭
で
は
建
設
作
業

の
真
っ
最
中
で
す
。

（
六
人
部
）

◆
仕
事･

研
究･

書
作
、
様
々
な
こ
と
を
同

時
に
進
め
る
こ
と
が
難
し
く
、
己
の
未
熟

さ
を
痛
感
す
る
日
々
で
す
。
ご
多
忙
の

中
、
業
績
を
積
み
上
げ
て
い
る
先
達
を
目

標
に
、
自
身
の
生
活
を
省
み
て
少
し
ず
つ

改
善
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
金
子
）


